
昭和30年11 月5 日

区 政 のお知らせ
足 立 区 役 所第90号

発 行
足立区千住1 ノ50東 京 都 足 立 区 役 所
長 谷 川 久 勇

編集総 務 課 総 務 係
電話足立( 88) 代表

0151
3111

東京都足立区千住2ノ55
株式会
社 巧 文 社( 織田)

電話足立( 88) 11651166

～第八回区民体育大会～
第
八
回

足
立
区

民
体
育

大
会
は

好
天
に

恵
ま
れ

た
去
る

十
月
九

日
、
千

住
新
橋

グ
ラ
ン

ド
に
五

万
余
人

の
観
衆

を
集
め
て
華
や

か
に
競
技
が
く

り
拡
げ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
八
時
三

十
分
君
が
代
吹

奏
の
う
ち
に
大

会
々
場
正
面
の

掲
揚
台
に
国
旗

体
育
祭
旗
が
す

る
す
る
と
掲
げ

ら
れ
次
い
で
体

育
祭
会
長
斎
藤

区
長
の
挨
拶
、

来
賓
代
表
の
祝

辞
と
型
ど
お
り

の
巌
し
ゆ
く
な

式
が
終
つ
た
後

参
加
者
全
員
の

ラ
ジ
オ
体
操
が

あ
り
先
ず
一
般

男
子
の
四
百
米

予
選
か
ら
競
技
の
火
ぶ
た
が
切
つ

て
落
さ
れ
ま
し
た
。
老
い
も
若
き

も
こ
の
日
ば
か
り
は
と
元
気
一
杯

魚
釣
り
競
争
(
男
子
)
三
輪
車
競

争
(
幼
児
)
ス
プ
ン
レ
ー
ス
(
一

般
女
子
)
仮
装
行
列
コ
ン
ク
ー
ル
(

防
犯
防
火
支
部
)
ア
ベ
ツ
ク
競

争
(
一
般
男
女
)
ダ
ン
ス
、
足
立

音
頭
等
と
盛
り
沢
山
の
各
種
目
に

走
つ
た
り
踊
つ
た
り
心
ゆ
く
ば
か

り
の
活
躍
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ

て
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

写
真
は
来
賓
の
ま
り
蹴
り
競
争

一
千
万
円
の
年
末
融
資

区
内
中
小
企
業
者
に

区
で
は
中
小
企
業
の
資
金
難
を
緩

和
し
、
そ
の
振
興
助
成
を
図
る
た

め
、
本
年
度
第
一
次
融
資
と
し
て

次
の
要
領
で
総
額
一
千
万
円
に
上

る
年
末
融
資
を
行
う
事
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
借
入
希
望
の
方
は
区

役
所
経
済
課
へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

一
、
取
扱
金
融
機
関

足
立
信
用
金
庫

成
和
信
用
金
庫

二
、
借
入
申
込
者
の
資
格

(
一
)
区
内
で
同
一
事
業
を
一
年
以

上
経
営
し
て
い
る
中
小
企
業

者
。

(
二
)
昭
和
二
十
九
年
度
特
別
区
民

税
を
完
納
し
て
い
る
も
の
。

(但
し
遊
興
娯
楽
業
、
周
旋

業
、
自
由
業
、
金
貸
業
等
を

除
く
。
)

三
、
貸
付
条
件

(
一
)
金
額
、
一
人
十
万
円
以
内
、

但
し
特
別
の
場
合
は
十
五
万

円
以
内
。

(
二
)
資
金
の
使
途
、
事
業
運
転
資

金
。

(
三
)
貨
付
期
間
、三
ケ
月
以
内
。

(
四
)
利
率
、日
歩
三
銭
。

(
五
)
保
証
人
。区
内
居
住
者
で
、

返
済
能
力
の
あ
る
確
実
な
連

帯
保
証
人
一
人
。

但
し
、
担
保
提
出
の
場
合
は

保
証
人
は
要
り
ま
せ
ん
。

四

、
申
込
受
付

(
一
)
受
付
場
所

足
立
区
議
会
議
事
堂

(
二
)
受
付
期
間

十
一
月
十
日
か
ら
十
一
月
十

五
日
ま
で
。

但
し
、
受
付
期
間
中
融
資
総

額
に
達
し
た
場
合
は
締
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

五
、
申
込
書
類

(
一
)
融
資
申
込
書

(
二
)
申
込
者
業
態
調
書

こ
の
書
類
は
区
役
所
経
済
課

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
区
役
所
経
済
課
に
お
問

合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
は
(
8
8
)
三
一
一
一
～
三
一
一
五
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表
彰
の
栄
誉
に
輝
く
四
十
氏

=

文

化

の

日
=

区
で
は
毎
年
足
立
区
の
発
展
に
寄

与
し
た
各
種
の
功
労
者
並
び
に
徳

行
者
を
表
彰
し
そ
の
功
績
を
ほ
め

た
た
え
て
来
ま
し
た
が
、
今
年
も

各
方
面
に
わ
た
つ
て
調
査
し
慣
重

に
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
自
治
功

労
者
二
名
、
教
育
事
業
功
労
者
四

名
、
学
童
保
健
衛
生
功
労
者
一
〇

名
、
教
育
功
労
者
六
名
、
学
芸
功

労
者
一
名
、
発
明
改
良
功
労
者
一

名
、
工
業
功
労
者
二
名
、
徳
行
者

一
名
、
永
年
勤
続
商
工
業
従
業
員

九
名
、
入
命
救
助
者
四
名
、
合
計

四
十
名
が
き
ま
り
、
十
一
月
三
日

の
文
化
の
日
に
区
議
会
議
場
に
お

い
て
表
彰
式
を
行
い
、
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
る
事
と
な
り
ま
し
た

表
彰
さ
れ
る
人
々
と
、
そ
の
功
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
)

自
治
功
労
者
　

二
名

大
山
雅
二
(

五
七
才
)

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
八
日

足
立
区
長
に
就
任
以
来
、
十

年
七
月
そ
の
職
に
あ
つ
て
地

方
自
治
の
進
展
に
寄
与
し
た

功
績
。

山
崎
定
男
(

三
八
才
)

当
区
に
二
十
年
六
月
勤
続
し

精
励
格
勤
良
く
そ
の
職
責
を

全
う
し
地
方
自
治
の
進
展
に

寄
与
し
た
功
績
。

教
育
事
業
功
労
者
　

四
名

平
田
源
七
(

五
一
才
)

淵
江
小
学
校
後
援
会
長
、
足

立
区
立
中
学
校
P
T
A
連
合

会
長
と
し
て
十
年
七
月
、
P
T
A

の
発
展
と
区
内
小
中
学

校
の
教
育
振
興
に
貢
献
。

大
島
祐
成(

六
〇
才
)

舎
人
小
学
校
後
援
会
長
、
P
T
A

会
長
と
し
て
十
五
年
六

月
、
P
T
A
の
発
展
と
小
学

校
の
教
育
振
興
に
貢
献
。

鴨
下
栄
吉
(

六
八
才
)

梅
島
第
一
小
学
校
、
栗
島
小

学
校
等
の
後
援
会
長
、
P
T
A

会
長
と
し
て
十
四
年
六
月
P
T
A

の
発
展
と
教
育
振
興

に
貢
献
。

大
神
田
貞
英
(

五
三
才
)

弘
道
小
学
校
後
援
会
長
、
第

十
一
中
学
校
P
T
A
会
長
と

し
て
十
年
、
P
T
A
発
展
と

区
内
小
学
校
の
振
興
に
貢
献

学
童
保
健
衛
生
功
労
者
　
一
〇
名

森

邦
夫
(

五
七
才
)

小
林

章
(

五
三
才
)

松
岡
士
富
(

五
〇
才
)

大
住

保
(

五
六
才
)

小
守

衛
(

五
七
才
)

橫
山

博
(

六
二
才
)

潤
田

基
(

五
五
才
)

吉
野
安
雄
(

五
一
才
)

靑
山

恒
(

五
二
才
)

菅
田
保
大
(

五
五
才
)

何
れ
も
二
十
年
以
上
の
永
き

に
わ
た
つ
て
、
学
童
の
保
健

衛
生
に
尽
く
し
た
功
績
。

教
育
功
労
者
　

六
名

伊
沢
文
二
(

四
二
才
)

橫
川
德
正
(

五
五
才
)

岩
淵
平
藏
(

四
二
才
)

小
栗
善
一
(

四
四
才
)

小
林
栄
一
(

四
三
才
)

大
熊
信
次
(

四
〇
才
)

何
れ
も
二
十
年
以
上
本
区
教

育
に
従
事
し
、
精
励
よ
く
そ

の
職
に
尽
し
た
功
績
。

学
芸
功
労
者

嶋
影

淸
(

四
一
才
)

昭
和
五
年
千
住
仲
町
に
珠
算

塾
を
設
立
以
来
二
十
五
年
間

珠
算
の
普
及
に
尽
し
た
功
績

発
明
改
良
功
労
者

中
井
英
一
(

三
〇
才
)

常
に
技
術
の
研
鑚
を
怠
ら
ず

機
械
の
考
案
改
良
を
図
り
工

業
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

工
業
功
労
者
　
二
名

戸
塚
重
次
郞
(

六
四
才
)

従
来
外
国
製
品
に
依
存
し
て

い
た
高
圧
ガ
ス
容
器
の
国
産

化
に
成
功
し
、
苦
心
研
鑚
を

怠
ら
ず
そ
の
改
良
生
産
に
寄

与
し
た
功
績
。

佐
藤
卯
三
郞
(

六
四
才
)

多
年
フ
エ
ル
ト
紡
織
製
造
に

従
事
し
技
術
の
向
上
に
努
め

よ
く
幾
多
の
優
秀
製
品
を
完

成
し
た
功
績
。

徳
行
者

小
宮
金
之
助
(

五
二
才
)

生
来
ろ
う
あ
の
使
用
人
を
五

十
年
の
永
き
に
亘
つ
て
慈
し

み
、
そ
の
病
気
に
倒
る
ゝ
や

よ
く
看
護
を
尽
く
し
た
奇
特

な
行
為
。

永
年
勤
続
商
工
業
従
業
員
　
九
名

武
藤

吉
之
(

五
二
才
)

嵯
峨

淸
吉
(

四
六
才
)

須
藤
音
三
郞
(

五
一
才
)

小
粥

德
司
(

五
五
才
)

鈴
木
岩
太
郞
(

四
三
才
)

橫
山

精
司
(

四
四
才
)

星
野

正
平
(

四
九
才
)

菊
地

良
吉
(

四
六
才
)

山
岸

恒
重
(

五
〇
才
)

何
れ
も
多
年
商
工
業
従
業
員

と
し
て
勤
続
し
、
他
の
模
範

と
な
つ
て
い
る
。

人
命
救
助
者
　

四
名

曾
根
常
政
(

四
一
才
)

昭
和
三
十
年
五
月
六
日
綾
瀬

川
に
投
身
自
殺
を
し
よ
う
と

し
た
親
子
三
人
を
救
助
し
た

行
為
。

松
田
進
一
(

二
八
才
)

昭
和
三
十
年
九
月
二
日
梅
田

町
地
先
の
汚
水
堀
に
転
落
し

た
幼
児
を
救
助
し
た
行
為
。

長
崎
万
三
(

五
一
才
)

荒
川
政
吉
(

四
九
才
)

昭
和
三
十
年
六
月
四
日
牛
田

堀
に
転
落
し
た
児
童
を
協
力

し
て
救
助
し
た
行
為
。

区
議
会
の
動
き

第
八
回
足
立
区
議
会

追
加
更
正
予
算
も
決
る

十
月
十
七
日
足
立
区
議
会
議
事
堂

で
第
八
回
足
立
区
議
会
が
開
か
れ

追
加
更
正
予
算
等
六
件
の
提
出
案

件
に
つ
い
て
活
溌
な
意
見
が
交
換

さ
れ
全
議
案
可
決
に
な
り
ま
し
た

今
度
提
出
さ
れ
た
足
立
区
才
入
才

出
追
加
更
正
予
算
額
は
四
千
三
百

六
十
三
万
五
百
七
十
八
円
で
三
十

年
度
の
区
才
入
才
出
予
算
は
総
額

六
億
一
千
十
一
万
八
千
四
百
四
十

五
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
追
加
更
正
予
算
の
才
入
の
お

も
な
も
の
は
都
区
財
政
調
整
交
付

金
の
三
千
六
百
六
十
六
万
円
と
都

支
出
金
、
寄
附
金
、
雑
収
入
等
で

才
出
は
教
育
費
(
学
校
図
書
館
の

充
実
、
体
育
館
の
建
設
、
教
育
振

興
等
の
教
育
費
)
一
千
七
百
二
十

八
万
五
千
二
百
四
十
五
円
を
始
め

土
木
事
業
費
、
児
童
会
館
増
築
そ

の
他
の
民
生
事
業
費
、
産
業
振
興

館
の
一
部
増
築
に
伴
う
産
業
振
興

館
費
が
そ
の
お
も
な
も
の
で
す
。

な
お
今
度
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
寄
附
受
領
に
つ
い
て

(
足
立
区
立
第
九
中
学
校
体
育

館
兼
講
堂
の
建
設
資
金
)

一
、
財
産
取
得
に
つ
い
て

(足
立
区
立
第
十
二
中
学
校
分

校
建
設
用
地
と
し
て
田
及
び

畑
を
四
千
二
百
二
十
二
坪
取

得
)

一
、
東
京
都
足
立
区
立
中
学
校
分

校
設
置
に
つ
い
て

(
区
立
第
十
二
中
学
校
の
生
徒
増

加
の
緩
和
を
計
り
こ
の
地
域

の
教
育
実
施
に
遣
憾
の
な

い
よ
う
に
す
る
為
)

一
、
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

一
、
特
別
区
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て

一
、
昭
和
三
十
年
度
東
京
都
足
立

区
才
入
才
出
追
加
更
正
予
算

自
衛
官
応
募
状
况

昭
和
三
十
年
第
二
回
の
陸
、
海
、

空
の
自
衛
官
募
集
は
、
去
る
十
月

十
一
日
に
締
切
ら
れ
ま
し
た
が
、

応
募
者
総
数
は
百
三
十
九
名
で
前

回
の
二
百
二
十
六
名
に
く
ら
べ
て

八
十
七
名
の
減
と
な
つ
て
い
ま
す

応
募
者
の
内
訳
次
の
と
お
り

陸
　
九
十
九
名

海
　
　
十
六
名

空
　
二
十
五
名

な
お
前
回
の
応
募
者
中
合
格
者
は

四
十
八
名
に
達
し
、
合
格
率
は
二

十
一
・
二
%
の
成
績
で
し
た
。
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優
良
店
舗
な
ど
き
ま
る

区
内
商
店
コ
ン
ク
ー
ル

商
店
の
施
設
と
経
営
の
合
理
化
を

は
か
り
、
商
店
街
団
体
の
運
営
及

び
共
同
事
業
の
改
善
向
上
を
目
的

と
し
た
、
昭
和
三
十
年
度
足
立
区

商
店
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
去
る
十
月

十
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
つ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
東
京
都
と
商

店
連
合
会
の
後
援
に
よ
つ
て
区
が

主
催
し
た
も
の
で
、
区
内
の
商
店

会
長
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
商
店
、

団
体
を
審
査
し
た
も
の
で
す
。

審
査
は
区
長
を
始
め
助
役
、
経
済

課
長
、
商
工
係
長
、
経
済
委
員
、

商
店
連
合
会
々
長
、
商
工
指
導
所

員
の
審
査
員
に
よ
つ
て
商
店
街
で

は
美
観
と
整
頓
、
振
興
行
事
等
を

商
店
で
は
商
品
、
陳
列
、
サ
ー
ビ

ス
等
数
項
目
に
わ
た
つ
て
実
地
調

査
し
、
そ
の
資
料
を
基
に
し
て
審

査
会
で
入
選
者
を
き
め
た
も
の
で

十
月
十
九
日
に
区
議
会
議
場
で
、

次
の
店
舗
、
商
店
街
に
賞
品
、
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

商
店
の
部

◎
優
秀
店
舗
(
八
)

十
字
屋
薬
局
、
ヨ
ー
カ
堂
洋
品
店

ト
ン
プ
ク
堂
薬
局
、
大
久
保
菓
子

店
、
か
み
や
ま
屋
履
物
店
、
幸
福

屋
セ
ト
モ
ノ
店
、
オ
ツ
ト
セ
ー
洋

品
店
、足
立
屋
履
物
店
。

◎
優
良
店
舗
(
十
六
)

ト
ラ
ヤ
文
具
店
ほ
か
十
五
店
舗
。

◎
佳
良
店
舗
(
四
十
七
)

白
石
呉
服
店
ほ
か
四
十
六
店
舗
。

団
体
の
部

◎
足
立
区
長
賞

北
千
住
電
車
通
り
サ
ー
ビ
ス
会
。

な
お
こ
の
う
ち
ト
ン
プ
ク
堂
ほ
か

十
四
の
店
舗
と
千
住
本
町
通
り
一

丁
目
商
和
会
ほ
か
二
商
店
街
が
東

京
都
商
店
コ
ン
ク
ー
ル
に
区
か
ら

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

( 写真は商店の実地調査)

新 し い
選 挙 人 名 簿 を

ぜひごらん下さい
こ
の
名
簿
は
本

年
九
月
十
五
日

現
在
で
調
査
し

て
こ
し
ら
え
た

も
の
で
、
明
年

十
二
月
十
九
日

ま
で
に
行
わ
れ

る
す
べ
て
の
選

挙
、
投
票
等
に

使
い
ま
す
。

今
ま
で
の
名
簿

に
の
つ
て
い
た

方
や
、
住
民
登

録
を
さ
れ
た
方

で
も
、
名
簿
に

も
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
ど
な
た

も
ぜ
ひ
一
度
ご
ら
ん
下
さ
い
。

◎
こ
の
名
簿
に
登
戴
さ
れ
る
人
は

昭
和
十
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で

に
生
れ
た
人
で
昭
和
三
十
年
六
月

十
六
日
ま
で
に
東
京
都
二
十
三
区

内
に
入
り
昭
和
三
十
年
九
月
十
五

日
現
在
足
立
区
内
に
住
ん
で
い
る

人
で
す
。

縦
覧
場
所

区
役
所
内
足
立
区
選
挙
管
理
委

員
会
、
及
び
区
の
各
出
張
所

縦
覧
期
間

十
一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
十
五
日
間

縦
覧
時
間

毎
日
午
前
八
時
半
か
ら
午
后
五

時
ま
で
、
但
し
出
張
所
は
土
曜

日
正
午
迄
、
日
曜
は
休
み
で
す

足 立 区 の 人 口
10月1日現在で配給をうけている人口は
下表のとおりです　(　) は前月との増

日
雇
労
務
者
の
慰
安
会

第
三
回
失
業
対
策
事
業
就
労
者
慰

安
会
と
い
う
長
い
名
前
の
日
雇
労

務
者
慰
安
会
が
十
月
二
十
日
午
后

一
時
か
ら
千
住
緑
町
公
園
で
催
さ

れ
ま
し
た
。

す
つ
か
り
晴
れ
わ
た
つ
た
青
空
の

下
、
公
園
真
中
に
作
ら
れ
た
、
に

わ
か
作
り
の
会
場
に
約
千
人
近
く

の
人
が
集
り
会
場
入
口
で
お
く
ら

れ
た
主
催
者
側
、
心
づ

く
し
の
お
菓
子
を
片
手

に
同
僚
が
出
演
す
る
素

人
演
芸
コ
ン
ク
ー
ル
、

福
引
抽
せ
ん
、
演
芸
(

漫
才
、曲
芸
、落
語
等
)

と
い
ろ
と
り
ど
り
の
催

物
に
日
焼
け
し
た
顔
を

ほ
こ
ろ
ぼ
せ
て
拍
手
喝

采
。楽

し
い
午
后
の
ひ
と

と
き
で
し
た

。

足
立
養
老
院
を
見
舞
う

婦
人
連
合
協
議
会

恵
ま
れ
な

い
老
人
を

慰
め
ま
し

よ
う
と
、

区
内
の
各

婦
人
会
で

集
め
た
見

舞
の
品
々

を
山
と
抱

え
て
去
る

十
月
二
十

五
日
婦
人

連
合
協
議

会
の
人
々

約
七
十
余

名
は
、
埼
玉
県
境
に
程
近
い
花
畑

町
の
聖
風
会
足
立
養
老
院
を
見
舞

い
老
人
達
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

こ
の
養
老
院
は
今
年
初
め
に
出
来

上
つ
た
も
の
で
、
敷
地
千
百
十
六

坪
、
建
坪
百
七
十
余
坪
で
身
体
が

不
自
由
な
老
人
八
十
一
名
が
収
容

さ
れ
て
い
ま
す
。

見
舞
を
終
え
た
婦
人
連
合
協
議
会

の
人
々
は
、
こ
れ
か
ら
も
恵
ま
れ

な
い
こ
の
老
人
達
を
少
し
で
も
慰

め
て
上
げ
よ
う
と
、
テ
レ
ビ
を
贈

る
貯
金
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

( 写真は見舞の品に大喜びの老人達)



区 政 の お 知 ら せ 第90 号 ( 4)

区
政
の
話

区
役
所
の
機
構

こ
れ
か
ら
毎
回
区
政
に
関
係
ふ
か

い
事
を
と
り
上
げ
て
、
い
ろ
い
ろ

と
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
は
そ
の
始
め
で
す
か

ら
、
区
役
所
で
は
ど
こ
の
課
で
、

ど
ん
な
仕
事
を
取
扱
つ
て
い
る
か

そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
直
接
区

民
の
皆
さ
ん
に
関
係
の
あ
る
課
、

係
を
と
り
あ
げ
て
、
簡
単
に
お
話

し
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
(
二
階
)

こ
の
課
は
区
議
会
関
係
や
、
区

一
般
行
政
の
こ
と
、
或
は
役
所

内
の
事
務
の
計
画
を
た
て
た
り

調
整
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

〇
総
務
係

区
議
会
関
係
を
始
め
幼
稚
園
、

各
種
学
校
の
認
可
、
各
種
の
証

明
、
区
政
ニ
ユ
ー
ス
の
発
行
、

自
衛
隊
員
の
募
集
受
付
等
。

〇
統
計
係

各
種
の
統
計
調
査
、
去
る
十
月

一
日
に
行
は
れ
た
国
勢
調
査
は

こ
の
係
の
仕
事
で
す
。

他
に
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て

選
挙
の
事
務
も
と
つ
て
い
ま
す

税
務
課
(
一
階
)

こ
こ
は
皆
さ
ん
が
良
く
承
知
し

て
い
ら
れ
る
区
税
の
賦
課
、
徴

収
を
そ
の
仕
事
と
し
て
い
ま
す

〇
調
査
係

区
税
の
調
査
企
画
、
納
税
奨
励

〇
課
税
係

区
民
税
を
き
め
た
り
、
自
転
車

荷
車
等
の
鑑
札
関
係
の
こ
と
。

〇
徴
収
係

こ
の
係
は
そ
の
名
の
如
く
滞
納

金
の
徴
収
を
し
た
り
、
滞
納
処

分
等
の
こ
と
を
行
つ
て
い
ま
す

民
生
課
(
二
階
)

こ
の
課
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
福
利

厚
生
に
つ
い
て
の
仕
事
を
行

つ
て
い
ま
す
。

○
福
利
係

区
民
の
福
利
厚
生
の
こ
と
、
児

童
福
祉
、
保
育
園
、
公
益
　
屋
　

子
供
銀
行
、
診
療
所
の
こ
と
、

ミ
シ
ン
の
貸
付
の
事
、
消
費
生

活
協
同
組
合
の
こ
と
、
軍
人
恩

給
の
こ
と
、
遺
族
、
留
守
家
族

の
援
護
等
で
、
最
近
行
は
れ
た

都
営
住
宅
第
二
種
の
申
込
受
付

は
こ
の
係
が
行
い
ま
す
。

〇
区
民
係

外
国
人
登
録
、
貯
蓄
の
奨
励
、

寄
附
募
集
の
許
可
、
生
活
改
善

等
で
、
お
祭
の
寄
附
の
認
可
と

か
九
月
中
何
回
も
開
か
れ
た
生

活
改
善
講
習
会
は
こ
の
係
の
仕

事
で
す
。

戸
籍
課
(
一
階
)

こ
の
課
は
皆
さ
ん
に
関
係
の
深

い
戸
籍
の
仕
事
や
住
民
登
録
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

〇
本
籍
係

戸
籍
の
事
、
死
体
埋
火
葬
の
認

可
等
で
、
戸
籍
騰
本
、
抄
本
は

こ
の
係
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

○
住
民
登
録
係

住
民
登
録
の
仕
事
の
他
恩
給
、

扶
助
料
の
証
明
。

但
し
住
民
登
録
に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
届
出
や
証
明
に
つ
い
て
は

全
部
区
役
所
の
出
張
所
で
間
に

合
い
ま
す
。

経
済
課
(
一
階
)

こ
こ
で
は
区
内
の
産
業
奨
励
や

主
食
の
配
給
に
つ
い
て
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

○
商
工
係

こ
の
係
は
商
工
の
振
興
を
図
る

事
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す

が
、
他
に
食
糧
の
配
給
、
近
々

に
行
は
れ
る
中
小
企
業
年
末
融

資
の
仕
事
等
が
あ
り
ま
す
。

○
農
産
係

農
産
、
畜
産
に
関
す
る
こ
と
、

耕
地
整
理
、
土
地
改
良
等
農
業

に
関
す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と

し
て
い
ま
す
。

土
木
課
(
一
階
)

こ
こ
で
は
土
木
行
政
一
般
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

〇
管
理
係

こ
の
係
は
区
内
に
あ
る
道
路
、

橋
梁
、
河
川
、
構
渠
、
公
園
の

管
理
、
道
路
、
水
面
等
の
占
用

使
用
許
可
、
広
告
物
の
取
締
、

自
動
車
仮
ナ
ン
バ
ー
の
交
付

建
築
課
(
二
階
)

こ
こ
で
は
区
内
の
建
築
行
政
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

〇
指
導
係

建
築
の
許
可
、
確
認
指
導
の
他

工
場
の
公
害
(
例
え
ば
工
場
の

煙
突
か
ら
出
る
煙
が
皆
さ
ん
に

害
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
)
の

防
止
等
が
主
な
仕
事
で
す
。

〇
第
一
営
繕
係

都
営
住
宅
(
第
一
種
)
の
申
込

み
受
付
、
地
代
家
賃
の
統
利
等

梅
島
支
所

庶
務
課

〇
庶
務
係

支
所
の
庶
務
に
つ
い
て
全
般
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

○
区
民
係

区
民
の
福
利
厚
生
や
軍
人
恩
給

留
守
家
族
及
び
遺
族
援
護
等
の

仕
事
の
外
、
子
供
さ
ん
の
入
学

等
学
籍
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

税
務
課

〇
課
税
係

〇
徴
収
係

本
所
の
仕
事
と
同
じ

戸
籍
課

〇
本
籍
係

○
住
民
登
録
係

本
所
の
仕
事
と

同
じ

次
に
皆
さ
ん
に
一
番
身
近
な
出
張

所
の
仕
事
を
挙
げ
て
見
ま
し
よ
う

〇
区
役
所
出
張
所

こ
こ
で
は
転
出
入
等
異
動
の
仕

事
、
住
民
登
録
の
届
出
や
証
明

お
米
の
配
給
の
仕
事
、区
税
の

徴
収
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
仕
事
、
印
鑑
証
明
、

畜
犬
登
録
等
の
仕
事
を
行
つ
て

い
ま
す
。

以
上
区
役
所
の
仕
事
の
う
ち
で
、

皆
さ
ん
に
一
番
関
係
の
あ
る
仕
事

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
不

明
の
こ
と
は
御
遠
慮
な
く
区
の
総

務
課
総
務
係
(
(
8
8
)
三
一
一
一
)
へ

お
尋
ね
下
さ
い
。

都
営
住
宅
の
建
築

区
内
の
皆
さ
ん
に
耳
よ
り
な
ニ
ユ

ー
ス
を
一
つ
、
そ
れ
は
今
区
内
の

南
鹿
浜
町
四
七
番
地
(
都
バ
ス
、

野
新
田
終
点
前
)
に
都
営
住
宅
二

十
四
戸
の
建
築
が
始
め
ら
れ
た
と

い
う
事
で
す
。

…
…
…
こ
れ
は
都
か
ら
の
委
任
に

よ
る
工
事
で
、
構
造
は
ブ
ロ
ツ
ク

造
り
内
部
木
造
の
平
家
建
で
、
丈

夫
で
火
に
強
く
そ
れ
で
い
て
木
造

住
宅
に
見
ら
れ
な
い
優
美
な
外
観

を
も
つ
て
い
ま
す
。

一
戸
の
面
積
は
十
坪
半
で
、
六
畳

四
畳
半
の
二
間
が
暖
い
南
の
陽
ざ

し
を
一
杯
に
受
け
ら
れ
る
様
に
設

計
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
他
に
台
所

兼
食
堂
(
板
の
間
)
玄
関
が
あ
り

水
道
も
各
戸
に
配
管
さ
れ
て
い
ま

す
尚
工
事
費
の
総
額
は
八
七
〇
万

円
余
で
来
年
二
月
に
は
出
来
上
る

予
定
で
す
。

い
ず
れ
皆
様
か
ら
の
使
用
申
込
(

第
一
種
)
を
募
集
す
る
事
と
な

る
で
せ
う
。


